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春の芽吹きや新緑、
秋の紅葉など、森には
魅力がいっぱい。五感

を使って歩こうよ！

森の力でココロもカラダも
リフレッシュ

木曽の自然

●四季の美しさは格別
　西は御嶽山（3,067m）、東は木曽駒ヶ
岳（2,956m）など中央アルプスに囲まれ
た木曽川、奈良井川の流域が「木曽」です。
四季おりおりのはっきりした違いを楽しめ
る、自然豊かな地域です。
【春】寒い冬を耐えた木曽に、梅や桜が一
度に咲き誇り、遅い春が訪れます。そして
木々が芽吹きだすと、個性豊かな色合い
の新緑の競演が楽しめます。

【夏】木曽の夏は１年の中で一番活動的な季節。日中
は暑くても木陰に入れば涼しく、短い夏の間には高山
植物の花々を観察できます。
【秋】広葉樹の赤、黄葉と針葉樹の緑葉が山や渓流の
景観に溶け込み、みごとなコントラストが見られます。
【冬】　木曽の早い冬の訪れ。高い山には雪がかぶり、
それを背景に木々に積もった雪、凍結した滝と、見どこ
ろ満載です。
●木曽の森の魅力
　木曽の総面積のうち 93%が森林で、そのうち 50%
を天然林が占め、森林全体の3 分の2 が国有林です。
　18 世紀初め、尾張藩が森林資源保護のため、当地
の木曽五木（ヒノキ、サワラ、アスナロ、ネズコ、コウ
ヤマキ）の伐採を禁止（1871年の藩有林廃止まで継
続）したため、現在も多くの針葉樹が残っています。

　このようなことから、木曽では針葉樹の大径木がま
とまっている森林が今でも見られます。また、豊かな
環境に育まれた水が流れる渓流や滝と森とが、美しい
コントラストを見せてくれます。
　さらに、鳥居峠や馬籠峠には中山道の、地蔵峠には
旧飛騨街道の石畳の路跡があり、人々の歴史を感じな
がら森林を散策することができます。
●木曽の木や花
　木曽の随所に木曽ヒノキを始めとした木曽五木、ヒ
メコマツ、ウラジロモミなどの針葉樹と、ブナ、コナラ、
トチノキなどの広葉樹が見られます。木曽御岳自然休
養林などの高山帯ではシラベ、トウヒなどの木々が見
られます。
　また、阿寺渓谷のハナノキ、赤沢自然休養林のオオ
ヤマレンゲ、場所によってはアカヤシオやコブシ、長
野県の準絶滅危惧種に指定されているササユリなどの
花々も見ることができます。

赤沢自然休養林

油木美林

馬
籠
峠
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ためになるね

樹齢100 年を超える
巨樹も見られます

　江戸時代が始まった頃、
街づくりや城づくりに大量の木材
が必要になって、 森林の木が
たくさん伐られちゃった。 それで、
　　保護が必要になったのネ。

●五感を使って森をランブリング
　木曽の自然の中をランブリングすると、知らず知らず
のうちに五感を使った森林セラピーを体感することが
できます。

【聴く】　鳥のさえずりや木の葉のふれあう音、滝の音、
せせらぎの音など

【触る】　木の幹や木の実、木の葉、落ち葉、渓流の水
など

【見る】　森林・渓流の景観や草花、野鳥、森林鉄道跡、
星空など

【嗅ぐ】　
木や花の香り、フィ
トンチッドなど

【味わう】　
わ き水や 木 の 実、
きのこ、山菜など

木曽五木

ヒノキ 【檜】
樹高は 20～ 30m。
木曽のヒノキは国産木
材の中で最も優秀とさ
れ、密で香気と光沢
があります。法隆寺の五重塔に用いられて
いるように、堅牢で腐朽にも耐えます。

コウヤマキ
樹高は 30 ～ 40m。
高野山によく見られ
るのが名前の由来。
一属一種で日本特産。
峰筋や岩石地に多く生え、材質は水にと
ても強いので、船や桶に使われます。

サワラ
樹高は 30 ～ 40m。
日陰に強く、沢地や
窪地によく生育しま
す。材質は耐湿性に
富むので、家具や建具のほか、桶の材料
に適しています。

アスナロ
樹高は 30 ～ 40m。
日 陰 にとても強く、
生長が旺盛で、木材
は水に強く船材にも
使われます。名前の由来は「明日はヒノ
キになろう」という意味。別名ヒバ。

ネズコ
樹 高は 20 ～ 30m。
黒部渓谷によく見ら
れることから、クロベ
の名でも呼ばれます。
材には独特の芳香があり、黒褐色の光沢
があります。用途は建具や下駄など。




